
１　五類定点疾患週報情報　

注）原則として，警報は県内いずれかの保健所管内で警報開始基準以上となった場合に発令し，すべての管内で警報継続基準未満となった場合に解除します。

２　一類・二類・三類・四類感染症及び全数把握五類感染症発生状況

注）　西部 … 大竹市，廿日市市，安芸高田市，安芸郡，山県郡，江田島市　　　　　　  　西部東 … 竹原市，東広島市，豊田郡
　　　東部 … 三原市，尾道市，世羅郡，府中市，神石郡                                           北部 … 三次市，庄原市

●　詳しい流行状況は，広島県感染症・疾病管理センターのホームページをご覧ください。　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hｃｄｃ/
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※１　過去５年間の同時期平均（定点当り）
※２　鳥インフルエンザを除く。　　※３　オウム病を除く。
※４　感染性胃腸炎（ロタウイルス）は，平成２５年第４２週から報告が始まりました。
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〔広島県感染症予防研究調査会〕
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  ● ヘルパンギーナの患者報告数が北部保健所管内で警報発令基準値以上となり，今後さらにヘルパンギーナの 

   流行が拡大する可能性があるため，平成２６年７月１０日，県内に警報を発令しました。 

● 急増減疾患  なし  

【急増減疾患（前週比２倍以上増減）】 


